
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資  料  1 

 

JICA 調査団員・氏名 

 

 



第一次現地調査
No. 担当 氏名 組織名

1 団長 井上　陽一 独立行政法人国際協力機構　地球環境部　防災グループ　防災第一チーム　企画役

2 協力企画 川守田　智 独立行政法人国際協力機構　地球環境部　防災グループ　防災第一チーム

3 業務主任／洪水予警報／運営維持管理 東　靖 日本工営株式会社

4 副業務主任／水文／自然条件調査 菱沼　志朗 日本工営株式会社

5 水文観測機材・レーダー機材計画 進士　悦行 日本工営株式会社（個人）

6 通信機器計画 勝亦　俊弘 日本工営株式会社

7 土木設計／施工計画／積算（土木） 森嵜　成宏 日本工営株式会社

第二次現地調査
No. 担当 氏名 組織名

1 業務主任／洪水予警報／運営維持管理 東　靖 日本工営株式会社

2 副業務主任／水文／自然条件調査 菱沼　志朗 日本工営株式会社

3 水文観測機材・レーダー機材計画 進士　悦行 日本工営株式会社（個人）

4 通信機器計画 勝亦　俊弘 日本工営株式会社

5 土木設計／施工計画／積算（土木） 森嵜　成宏 日本工営株式会社

6 調達計画／機材計画／積算 土屋　敬郎 日本工営株式会社

第三次現地調査
No. 担当 氏名 組織名

1 団長 植木　雅浩 独立行政法人国際協力機構　地球環境部　防災グループ　防災第一チーム　課長

2 協力企画 川守田　智 独立行政法人国際協力機構　地球環境部　防災グループ　防災第一チーム

3 業務主任／洪水予警報／運営維持管理 東　靖 日本工営株式会社

4 副業務主任／水文／自然条件調査 菱沼　志朗 日本工営株式会社

5 水文観測機材・レーダー機材計画 進士　悦行 日本工営株式会社（個人）
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調 査 行 程 
 

 



第一次現地調査 

井上 川守田 東 菱沼 進士 勝亦 森嵜

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火 調査準備

22 水 調査準備

23 木

24 金 マニラ到着

25 土
カガヤン・デ・オ

ロへ移動

26 日

27 月 現地調査

28 火 現地調査

29 水 現地調査

30 木 現地調査

31 金 現地調査

1 土 現地調査

2 日

3 月 現地調査

4 火 現地調査

5 水
現地再委託調査説

明会の開催

6 木 資料作成 現地調査 現地調査

7 金 資料作成 現地調査 現地調査

8 土 現地調査

9 日

10 月
NIAとの協議、DPWH

との協議

11 火
CDO-CDRRMDとの協

議、現地調査

12 水 マニラへ移動
MPRSDとの協議、

DPWHとの協議

MPRSDとの協議、

DPWHとの協議

13 木 帰国 資料作成 資料作成

14 金
資料作成、MPRSDと

の協議
マニラへ移動

15 土 現地調査 帰国

16 日

17 月 現地再委託契約

18 火 現地調査

19 水 現地調査

20 木
現地調査、DENR

CENROとの協議

21 金 MPRSDとの協議

22 土

23 日
再委託業者との打

ち合わせ

24 月

25 火

26 水

27 木

協議議事録の署名、帰国

資料作成

資料作成

現地調査

現地調査

電波伝送試験

電波伝送試験

資料作成

調査準備

現地調査

現地調査

現地調査

電波伝送試験

資料作成

電波伝送試験

電波伝送試験

電波伝送試験

現地再委託調査説明会の開催

現地調査

現地調査

帰国

NIAとの協議、DPWHとの協議

CDO-CDRRMDとの協議、現地調査

資料作成

資料作成

マニラへ移動

電波伝送試験

電波伝送試験

電波伝送試験

電波伝送試験

電波伝送試験

資料作成

電波伝送試験

マニラ到着

カガヤン・デ・オロへ移動

調査準備

MPRSDへの協議

PAGASAとの協議

電波伝送試験の準備

現地調査

電波伝送試験

電波伝送試験

現地調査

現地調査

MPRSDとの協議、CDO-CDRRMDとの協議

電波伝送試験

現地調査

現地調査

現地調査

3月

4月

日付(2017年)
JICA コンサルタント

PAGASAへの表敬訪問

午前：HMDとの協議、午後：カガヤン・デ・オロへ移動

MPRSDとの協議、CDO-CDRRMDとの協議

現地調査

現地調査

マニラへ移動

PAGASAとの協議議事録の協議

JICAフィリピン事務所(セキュリティブリーフィング)

JICAフィリピン事務所との協議、PAGASAとの協議

マニラ到着
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第二次現地調査 

第二次現地調査（補足調査 1） 

第二次現地調査（補足調査 2） 

第三次現地調査 

東 菱沼 進士 勝亦 森嵜 土屋

10 水 マニラ到着

11 木

JICAフィリピン事務所

(セキュリティブリー

フィング)、PAGASAと

の協議

JICAフィリピン事務所

(セキュリティブリー

フィング)、PAGASAと

の協議

12 金 PAGASAとの協議 資料収集

13 土 資料作成 資料作成

14 日 資料作成

15 月 PAGASAとの協議 現地再委託調査の監理 マニラ到着
資料収集、PAGASAとの

協議

16 火
カガヤン・デ・オロへ

移動
現地再委託調査の監理

カガヤン・デ・オロへ

移動

カガヤン・デ・オロへ

移動

17 水 現地調査
DENR-Xとの協議、NIA

との協議
現地調査

BUESCOとの協議、CDO-

CDRRMDとの協議

18 木 資料作成 資料作成 現地調査

19 金 ステークホルダー会議

20 土 MPRSDとの協議 現地再委託調査の監理

21 日

22 月 資料作成
現地調査、PLDTとの協

議

23 火 NEDAとの協議 NEDAとの協議 NEDAとの協議
MPRSDとの協議、CDO-

CDRRMDとの協議

24 水 マニラへ移動

25 木 帰国

26 金 MPRSDとの協議 MPRSDとの協議 資料作成

27 土

28 日

29 月 現地調査 CDO-CDRRMDとの協議 マニラへ移動 現地調査 マニラへ移動

30 火 資料作成 現地再委託調査の監理 帰国 資料作成 PAGASAとの協議

31 水
資料作成、MPRSDとの

協議
NIAとの協議

資料作成、MPRSDとの

協議
資料収集

1 木 CDO-CDRRMDとの協議 資料収集

2 金 DPWHとの協議 現地再委託調査の監理 DPWHとの協議 資料収集

3 土 マニラへ移動 資料作成

4 日 資料作成 帰国

5 月 資料作成 帰国 資料収集

6 火 資料作成 資料収集

7 水

PAGASAとの協議、JICA

フィリピン事務所との

協議

資料収集

8 木 帰国 帰国

資料作成

資料作成

資料作成

資料作成

資料作成

資料作成 現地調査

マニラ到着

PAGASAとの協議

カガヤン・デ・オロへ移動

資料作成

現地調査

資料作成

CDO-CDRRMDとの協議

マニラへ移動

資料作成

6月

資料作成

資料作成

資料作成

資料作成

5月

現地調査

DICT、PLDT、CAAPとの協議

BUESCOとの協議、CDO-CDRRMDとの協議

現地調査、PLDTとの協議

MPRSDとの協議、CDO-CDRRMDとの協議

MPRSDとの協議

コンサルタント
日付(2017年)

資料作成

東 森嵜

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日 資料作成 マニラへ移動

23 月 NCIPとの協議 資料作成

24 火 MPRSDとの協議

25 水 マニラへ移動 資料作成

26 木 PAGASAとの協議、JICAフィリピン事務所との協議 資料作成

27 金 JICAフィリピン事務所との協議 資料作成

28 土

日付(2017年)
コンサルタント

10月

JICAフィリピン事務所（セキュリティブリーフィング）、カガヤン・デ・オロへ移動

CDO-CDRRMDとの協議、カガヤン・デ・オロ市City Engineeringとの協議

現地調査

カガヤン・デ・オロ市City Engineeringとの協議

MPRSDとの協議

資料作成

DPWHとの協議

資料作成

DPWHとの協議

カガヤン・デ・オロ市City Engineeringとの協議

マニラ到着

帰国

NIAとの協議

DPWHとの協議

コンサルタント

東

18 木 マニラ到着、PAGASAとの協議

19 金 JICAフィリピン事務所（セキュリティブリーフィング）、カガヤン・デ・オロへ移動

20 土 MPRSDとの協議

21 日 資料作成

22 月 DPWHとの協議、MPRSDとの協議

23 火 マニラへ移動、PAGASAとの協議、JICAフィリピン事務所との協議

24 水 帰国

日付(2018年)

1月

植木 川守田 東 菱沼 進士

18 日 マニラ到着

19 月 資料作成

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

PAGASAとの概略設計案に関する協議

PAGASAとの概略設計案に関する協議、討議議事録への署名

帰国

日付(2018年)
JICA コンサルタント

2月

資料作成

マニラ到着

帰国

マニラ到着

PAGASAとの概略設計案に関する協議
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関係者（面会者）リスト 
 

 



資料3　関係者（面会者）リスト

Dr. Vicente B. Malano 長官
Dr. Landrico U. Dalida Jr. 副長官（運用サービス部門）
Eng'r. Roy A. Badilla 部長代理（水文気象部）
Ms. Oyie Pagulayan 気象専門家（水文気象部）
Mr. Socrates F. Paat, Jr. 気象専門家（水文気象部）
Eng'r. Berlin Mercado 課長代理（水文機材課）
Mr. Anthony Joseph R. Lucero, M.Sc. 前所長代理（ミンダナオPAGASA地方管区）
Ms. Anianita R. Fortich 所長代理（ミンダナオPAGASA地方管区）
Mr. Victor B. Flores Jr. 気象専門家（ミンダナオPAGASA地方管区）
Mr. Jose P. Frivaldo, Jr. 気象専門家（ミンダナオPAGASA地方管区）
Ms. Hannah Lorraine R. Salvador 気象専門家（ミンダナオPAGASA地方管区）

Mr.Allan A. Rorcadilla 局長代理
Mr. Mario Verner S. Monsanto オブザーバー
Ms. Cindy S. Sabanal 課長代理（水文機材課）

Ms. Nenita Navarez 局長代理
Mr. George Magana 職員

Mr. Rey Dan Gayao 局長代理

Ms. Luz Eduria 局長代理

Engr. Arthur M. Cupay 部長（計画設計部）
Engr. Andy Sosa プロジェクト執行室長
Engr. Aldrin S. Albano エンジニア
Engr. Saivan R. Valendez エンジニア

Mr. Jimmy L. Apostol 管区所長
Mr. Remeglo B. Ang 部長（エンジニアリング部）

Engr. Leon M. Dacanay, Jr., CESO III 管区所長
Engr. Jaime H. Pacampara エンジニア

Ms. Agnes A. Dejoras 課長（調査・地図作成）
Mr. Leonard R. Buted 所長代理（タラカグ事務所）

Ms. Josephine M. Lumacang 職員

Engr. Philip Vicerra センター長代理（ネットワークオペレーションセンター）

Mr.Lailane P. Dolores エンジニア

Engr. Jose G. Budiongan エンジニア

Mr. Mike Fallarcuna 部長（計画部）
Mr. Rey-ann a. Baul 部長代理（エンジニアリング・技術サービス部）

フィリピン民間航空庁 ラギンディガン国際空港事務所(CAAP, Area Office, Laguindingan Airport)

ブキドノン第二電力会社 (BUSECO)

国家灌漑庁　第10管区 (NIA, Region X)

国家経済開発庁　第10管区 (NEDA, Region X)

環境天然資源省 第10管区 (DENR, Region X)

市民防衛局　第10管区 (OCD, Region X)

情報通信技術省 第10管区 (DICT, Regin X)

カガヤン・デ・オロ市エンジニアリング事務所 (Cagayan de Oro City Engineer's Office)

フィリピン気象天文庁 (PAGASA)

カガヤン・デ・オロ市災害リスク削減管理局 (CDO-CDRRMD)

バウンゴン町災害リスク削減管理局 (Baungon-MDRRMD)

タラカグ町災害リスク削減管理局  (Talakag-MDRRMD)

リボナ町災害リスク削減管理局  (Libona-MDRRMD)

公共事業道路省　第10管区 (DPWH, Region X)
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討 議 議 事 録 
 

 



資料4　討議議事録 討議議事録（2017年3月21日）
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討議議事録（2018年2月22日）
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ソフトコンポーネント計画書 
 

 



国 際 協 力 機 構

フィリピン共和国

カガヤン・デ・オロ川洪水予警報システム

改善計画準備調査 

ソフトコンポーネント

計画書

平成 30 年 1 月 

日本工営株式会社 
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資 料 5 ソ フ ト コ ン ポ ー ネ ン ト 計 画



i 

フィリピン国

カガヤン・デ・オロ川洪水予警報システム

改善計画準備調査 

ソフトコンポーネント計画書（案）

目 次 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 ........................................................................................ 1 

2 ソフトコンポーネントの目標 ...................................................................................................... 2

3 ソフトコンポーネントの成果 ...................................................................................................... 2

4 成果達成度の確認方法 .......................................................................................................... 2 

5 ソフトコンポーネントの活動（投入計画） ................................................................................... 5

6 ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 ....................................................................... 6

7 ソフトコンポーネントの実施工程 .............................................................................................. 6

8 ソフトコンポーネントの成果品 .................................................................................................. 6

9 相手国側の責務 ..................................................................................................................... 6 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景

カガヤン・デ・オロ川流域では、台風センドンによる死者 1,250 人、被災者 117 万人

という甚大な被害を受けて、JICA は、「洪水リスク管理事業（カガヤン・デ・オロ川）準

備調査」（2014 年）にて、マスタープランを策定した。当マスタープランでは、円借款事

業「洪水リスク管理事業（カガヤン・デ・オロ川）」（2015 年 3 月 L/A 調印）で実施中の

構造物対策に加え、非構造物対策の優先プロジェクトの一つとして、洪水予警報システ

ムの整備が提案されている。

また、フィリピン全域の洪水予警報能力の向上を目的とした技術協力プロジェクトで

ある「洪水予警報の統合データ管理能力強化プロジェクト：以下、技プロと称する」（2019
年 9 月終了予定）では、カガヤン・デ・オロ川をパイロット地域としている。技プロの

活動では、気象水文データの品質管理、保管能力の強化、カガヤン・デ・オロ川におけ

る H-Q カーブ及び警戒水位案の作成洪水警報発令訓練などが実施されている。 

係る状況の下、「カガヤン・デ・オロ川洪水予警報システム改善計画」（以下、本事業

と称する）は、カガヤン・デ・オロ川流域における PAGASA の洪水予警報システムを改

善することにより、カガヤン・デ・オロ川流域における洪水被害の軽減を図り、もって

当国の安定的な経済発展に寄与することを目的としている。

本事業では、雨量、水位観測施設用の局舎建設、機材（水位雨量観測局、雨量観測局、

X バンドレーダー雨量観測局、FFWS 監視局、無線設備など）の設置及び機材納入業者

による初期操作指導や維持管理方法の指導等が実施される。ただし、これらの指導は機

材の基本的な使い方にとどまる。本事業で目標としている洪水予警報能力の向上は一時

的なものではなく継続的に発揮されるべきものであり、運営維持管理を適切に実施して

いくことが重要である。よって、運営維持管理を適切に実施されるために更なる指導が

必要である。

技プロは、カガヤン・デ・オロ川流域の洪水予警報システムの運用・維持管理能力の

向上を目的とした活動はあるが、本事業にて導入されるシステムの構築が完了していな

い 2019 年 9 月に終了予定であり、カガヤン・デ・オロ川流域において、本事業の洪水予

警報システム及び計測データを使用した技術移転が実施できない状況である。

よって、本事業のソフトコンポーネントでは、更なる運営維持管理能力の向上を促す

ために、技術プロジェクトでは実施できなかった本事業により構築された洪水予警報シ

ステムの実機及び実データを使用した運営維持管理に関する技術移転を目的とする。実

機及び実測データを使用することにより、受講者の機材・システムや計測データに対す

る知識や技術力の習熟を図るとともに、より現場運用に即した運営維持管理の技術習得

が期待される。
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2 ソフトコンポーネントの目標

1 章において言及した背景から、目標を以下のように設定する。

 現地職員（MPRSD に技プロ計画に従い配属される）と関連機関の担当職員(CDO-
CDRRMD など)が、本事業にて設置される洪水予警報システムの運営維持管理を

適切に実施し、洪水予警報が継続的に運用される

 防災関連機関（CDO-CDRRMD, OCD, DPWH, LGU）による防災情報提供が活性化

される

3 ソフトコンポーネントの成果

ソフトコンポーネントによる成果を下記に示す。

① PAGASA及び防災関連機関の管理技術者の洪水予警報システム運営維持管理能力

の向上

② 水位相関法を利用した洪水予測能力の向上

③ X バンドレーダー雨量計の観測データの解析技術の習得

④ PAGASA 及び防災関連機関（CDO-CDRRMD, OCD, DPWH, LGU）の管理技術者に

よる防災情報提供システムに必要な情報の伝達技術の習得

また、上記成果が達成されることにより、本事業により設置された観測施設および

データ伝送施設が適切に運用・維持管理がなされ、PAGASA と CDO-CDRRMD にお

いてリアルタイムなデータ共有が可能となり、急激な状況変化に対して迅速な対応が

可能となる。その結果として、カガヤンデ・オ・オロ川流域の洪水災害軽減に寄与す

る。

4 成果達成度の確認方法 

本事業のソフトコンポーネントの成果達成度の確認項目及び確認方法を表-1 に示す。 

表-1 ソフトコンポーネントの成果と達成度の確認項目/確認方法 

成果 達成度の確認項目 達成度の確認方法

① PAGASA 及び防災

関連機関の管理技

術者の洪水予警報

システム運営維持

管理能力の向上

1. 洪水予警報に必要な情報の種類、

精度、収集タイミングを理解し運

用できる

2. 洪水予警報システムの運営・維持

管理を実施できる技術力と判断力

がある

3. 予警報発令基準の設定方法を理解

し、妥当性確認することができる

左記の項目につい

て、研修時の習熟度

を、インタビュー及

び研修後のアンケ

ートにより確認す

る。
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成果 達成度の確認項目 達成度の確認方法

② 水位相関法を利用

した洪水予測能力

の向上

1. 既往の水文データに加え、本シス

テムにより観測された水文データ

を整理・分析し、流域の洪水流出特

性を理解し、運用できる。

2. 水位相関法の技術を理解した上

で、水位相関式を作成する観測所

を選定し、観測された洪水位デー

タを用いて水位相関式を適切に作

成できる。また、必要に応じて、水

位相関式の修正・更新ができる。

3. 水位相関式をシステムに実装し、

リアルタイム観測水位を用いた水

位相関法による洪水予測の一連の

手順を理解し、運用できる。

③ X バンドレーダー雨

量計の観測データ

の解析技術の習得

1. レーダー観測データから流域平均

雨量の計算ができる。

2. レーダー観測データの処理及び観

測雨量と地上観測雨量での比較に

よる精度確認方法を理解し、運用

できる。

④ PAGASA 及び防災

関連機関の管理技

術者による防災情

報提供システムに

必要な情報の伝達

技術の習得

1. 必要な情報の提供方法や連携方法

を理解し運用できる

2. 情報提供システムの内容を理解し

運用できる

3. 実地訓練を計画・実施することが

できる
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5 
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
活
動
（
投
入
計
画
）

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
活
動

（
投
入
計
画
）
を
表

-4
に
示
す
。
ま
た
、
各
項
目
に
対
す
る
日
程
表
を

7
章
の
実
施
工
程
表
に
示
す
。

表
-4
 
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
投
入
計
画

 
成
果

必
要
な
技
術
・
業
種

現
状
の
技
術
水
準
と
必
要

と
さ
れ
る
技
術
水
準

成
果
品

実
施
方
法

実
施
リ
ソ
ー
ス

成
果
①

PA
G

A
SA

及
び

防
災
関

連
機
関
の

管
理

技
術
者

の
洪
水
予

警
報

シ
ス
テ

ム
運
営
維

持
管

理
能
力

の
向
上

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム

の
運

営
管

理
技

術
を

有

す
る
技
術
者

自
動

化
さ

れ
た

テ
レ

メ
ー

タ
と
監
視
シ
ス
テ
ム
運
用
・

管
理
の
経
験
は
乏
し
く
、
そ

れ
ら

シ
ス

テ
ム

の
継

続
的

な
運

営
維

持
管

理
技

術
を

修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。


研

修
資

料
（

運
営

維
持

管

理
・

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

手
順
書
）


達
成
度
確
認
結
果

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム
を

実
用

し
た

以
下

の
研

修

を
実
施


 洪

水
予

警
報

シ
ス

テ
ム

運
用

維
持

に
関

す
る

研

修
(2

日
)


 情

報
管
理
方
法
に
関
す
る
研
修

(3
日

)


 予
警

報
発

令
基

準
の

確
認

・
検

証
に

関
す

る
研

修
(3

日
)

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム
技

術

者
：

-国
内
：

8
日

-現
地
：

8
日
（
滞
在

11
日
）

 

成
果
②

水
位
相
関

法
に

関
す
る

技
術
の
向
上

水
位

相
関

法
の

知
識

を

有
し
て
い
る
技
術
者

水
位

相
関

法
の

基
礎

知
識

は
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

習
得

さ
れ

る
と

想
定

さ
れ
る
が
、
実
際
に
洪
水
予

警
報

に
は

当
該

知
識

の
応

用
が
求
め
ら
れ
る
。


研

修
資

料
（

水
位

相
関

法

に
よ

る
洪

水
予

警
報

と
警

報
発
令
基
準
手
順
書
）


達
成
度
確
認
結
果

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

取
得

さ
れ

た
実

デ

ー
タ
に
よ
る
以
下
の
研
修
を
実
施


 流

域
洪

水
流

出
特

性
に

関
す

る
水

文
デ

ー
タ

の

研
修

(3
日

)


 水
位
相
関
法
に
関
す
る
研
修

(5
日

)


 洪
水
予
測
に
関
す
る
研
修

(5
日

)


 評
価

(2
日

)

水
文
技
術
者
：

-国
内
：

8
日

-現
地
：

15
日
（
滞
在

23
日
） 

成
果
③

X
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
雨

量
計
の
観

測
デ

ー
タ
の

解
析
に
関

す
る

技
術
の

習
得

X
バ

ン
ド

レ
ー

ダ
ー

雨

量
計

の
運

用
を

担
当

す

る
技
術
者

フ
ィ
国
に
お
い
て
、

X
バ
ン

ド
雨

量
レ

ー
ダ

ー
を

組
み

込
ん

だ
洪

水
予

警
報

シ
ス

テ
ム
は
初
め
て
で
あ
り
、
本

装
置

の
継

続
的

な
運

営
維

持
管

理
技

術
を

修
得

す
る

必
要
が
あ
る
。


研
修
資
料
（

X
バ
ン
ド
雨
量

レ
ー

ダ
ー

デ
ー

タ
解

析
手

順
書
）


達
成
度
確
認
結
果

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム
を

実
用

し
た

以
下

の
研

修

を
実
施


 流

域
平
均
雨
量
の
算
出
に
関
す
る
研
修

(5
日

)


 観
測
デ
ー
タ
（
デ
ー
タ
の
基
本
処
理
、
蓄
積
デ
ー

タ
の

利
活

用
方

法
、

地
上

観
測

雨
量

と
の

比
較

方
法
等
）
関
す
る
研
修

(5
日

)


 評
価

(2
日

)

X
バ

ン
ド

雨
量

レ
ー

ダ
ー

シ

ス
テ
ム
技
術
者
：

-国
内
：

8
日

-現
地
：

12
日
（
滞
在

20
日
） 

成
果
④

PA
G

A
SA

及
び

防
災
関

連
機
関
の

管
理

技
術
者

に
よ
る
防

災
情

報
提
供

シ
ス
テ
ム

に
必

要
な
情

報
の
伝
達
技
術
の
習
得

防
災

情
報

提
供

シ
ス

テ

ム
の

伝
達

技
術

に
関

す

る
技

術
を

有
す

る
技

術

者

洪
水

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

の
伝

達
技

術
は

あ
る

程
度

蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
継
続

的
な

運
用

に
関

す
る

技
術

を
修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

 


研

修
資

料
（

運
営

維
持

管

理
・

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

手
順
書
）


達
成
度
確
認
結
果

洪
水

予
警

報
シ

ス
テ

ム
を

実
用

し
た

以
下

の
研

修

を
実
施


 情

報
提
供
及
び
連
携
方
法
に
関
す
る
研
修

(2
日

)


 運
用
訓
練

(2
日

)


 評
価

(2
日

)

防
災

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

技

術
者
：

-国
内
：
成
果

1
に
含
む

-現
地
：

6
日
（
滞
在

9
日
）
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本無償事業のソフトコンポーネントによる技術支援に必要と考えられる受講者数を

表-5 に示す。 
表-5 技術支援の受講対象数 

所属機関名称 担当業務
人数 対象成果

No. 責任者 担当

PAGASA（気象天文

庁）

運営維持管理 1 名 4 名 ①

水理・水文技術者 1 名 2 名 ②

レーダーデータ管理技術 1 名 2 名 ③

CDRRMD（カガヤン・

デ・オロ市防災リスク

削減管理委員会）

運営維持管理 1 名 2 名 ①

防災情報伝達に携わる管理

技術者
1 名 3 名 ④

LGU 防災リスク削減

管理委員会（3 市）* 

運営維持管理 各 1 名 各 2 名 ①

情報伝達技術に携わる管理

技術者
各 1 名 各 2 名 ④

公 共 事 業 道 路 省

（DPWH） 
情報伝達技術に携わる管理

技術者
1 名 2 名 ④

国家灌漑庁（NIA） 情報伝達技術に携わる管理

技術者
1 名 2 名 ④

* 3 市：Libona, Talakag, Baungon

6 ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法

以下理由により本邦コンサルタントにより直接実施することが適切であると考える。 

 本事業で設置される X バンドレーダー雨量計を含んだ洪水予警報システムは本

邦調達で計画されており、本ソフトコンポーネントはそれら機材の実用且つ取得

されたデータを使用した研修等を計画している。そのため、本邦で調達される機

材やデータ処理を扱う技術力及び指導できる知識力が必要であり、このようなコ

ンサルタントの現地調達は困難である。

 PAGASA には可搬型 X バンドレーダー雨量計はあるものの、固定型の同装置は

導入されていないため、固定型に対する運用維持管理に関する知識を有した技術

力が必要であり、このようなコンサルタントの現地調達は困難である。

 上記技術者と密接な連携を構築しながら、本邦調達機材で構成される洪水予警報

としてのシステム運用及び防災情報提供システムの運用維持管理に関する技術

力及び知識が必要であり、このようなコンサルタントの現地調達は困難である。 

 また、既存パンパンガ・アグノ川の洪水予警報システムは、日本の無償資金協力

事業で導入されており、それらの導入経験を有したコンサルタントが経験を活用

することにより、効率的且つ有用な技術移転が可能と考える

資料5-7



7 
ソ

フ
ト

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
の

実
施

⼯
程

本
体
事

業
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
完
成
後
に
技
術
支
援
を
実
施
す
る
が
、
実
際
の
実
施
時
期
は
各
職
員
が
多
忙
と
な
る
雨
季
を
避
け
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
デ
ー
タ
が
あ
る
程
度
蓄

積
さ
れ
た
後
に
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
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8 ソフトコンポーネントの成果品

ソフトコンポーネントの成果品は以下のとおりである。

(ア) 運営維持管理・防災情報システムに関する手順書（研修資料）

(イ) 水位相関法による洪水予警報と警報発令に関する手順書（研修資料）

(ウ) X バンドレーダー雨量計データ解析手順書（研修資料）

(エ) 運営維持管理・防災情報システム手順書（研修資料）

(オ) アンケート調査表結果（達成度確認結果）

(カ) 活動記録の写真

(キ) JICA へ提出する完了報告書

9 相手国側の責務 

本ソフトコンポーネント及び無償資金協力事業の目標達成のためには、洪水予警報情

報を発信する PAGASA のみならず、防災削減活動を司る防災関連機関（CDRRMD, OCD, 
DPWH, LGU など）からの協力と継続的な活動が不可欠である。 

そのため、各機関の役割をお互いに理解し、連携を密にして防災削減活動の継続的な

活動が重要である。以下の向上を目標として活動を継続していく必要がある。

(ア) レーダー雨量データの河川管理や防災活動への利活用

(イ) リードタイムの設定（CDRRMD の管轄）

(ウ) 洪水予測と予警報発令基準（判りやすい洪水予警報情報の確立）

(エ) 避難訓練

以上

資料5-9
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図16　Xバンドレーダー雨量観測局（XR-2）



図17　中央監視局（MS）



図18　中央監視局（MS）機器レイアウト



図19　モニター局（PAGASA HMD）機器レイアウト



図20　モニター局（CDO-CDRRMD）機器レイアウト
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